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過去3年の業績と2015年度の目標

泉谷 直木

　平素はアサヒグループへの格別のご支援、お引き
立てを賜り厚く御礼申しあげます。
　当社は2013年より、「『食の感動（おいしさ・喜び・
新しさ）』を通じて世界で信頼される企業グループを
目指す」ことを掲げた『長期ビジョン2020』と、その実
現に向けた実行計画である『中期経営計画2015』を
通じて、「企業価値の向上」を目指した取組みを推進し
ております。
　『中期経営計画2015』の2年目にあたる2014年は、
消費税率の引上げや最盛期の天候不順などにより厳し
い経営環境となりましたが、ブランド資産の最大化な
どによる収益性の向上に加えて、株主還元の充実など
資本効率の向上で成果を上げることができました。
　収益性の向上においては、『アサヒスーパードライ』
や『三ツ矢サイダー』など、各事業の主力ブランドの強
化や新たな価値提案に取り組みました。また、国際事
業においては、既存事業の成長に加えてマレーシアに
おける新規事業の取得など、グローバルな事業基盤を

拡大しております。さらに、グループ各社とカルピス
（株）との協業やオセアニアでの生産・物流拠点の統合
といったグループシナジーのさらなる創出など、収益
構造改革を着実に推進しました。
　その結果、昨年の売上高では、全事業で増収となり
過去最高の1兆7,854億円（前期比4.2%増）を達成
し、当期純利益では691億円（同11.9%増）となり、14 
年連続で過去最高益を更新することができました。
　また配当につきましては、1株当たりの年間配当金
を前期に比べ2円増配するとともに、約500億円の自
社株買いを実施するなど、株主還元の充実による資本
効率の向上を図りました。
　今後もアサヒグループは、「企業価値の向上」に重
点を置いた経営を推進することで、日本はもとより世
界で信頼される企業グループを目指していきます。株
主の皆様におかれましては、成長を続けるアサヒグ
ループに、より一層のご指導、ご支援を賜りますようお
願い申しあげます。 代表取締役社長 兼 CEO
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にブランド資産の最大化に取り組むことに加えて、国際
事業ではオセアニアにおいて既存ブランドの強化や成
長分野におけるマーケティング活動の推進に取り組みま
す。また、東南アジアでは事業基盤のさらなる強化を図
ることなどにより、連結トータルでは１兆8,500億円（前
期比3.6%増）を目指します。
　営業利益については、各事業で着実な増収を図るとと
もに、国内外でグループ間のシナジーを創出することな
どにより、1,350億円（同5.2%増）を目指します。これに
より、当期純利益では、750億円（同8.5%増）を達成し、
15年連続の最高益を目指します。
　また、株主還元については、『中期経営計画2015』の
方針に基づき、配当性向30%を目処に安定的な増配を
目指すとともに、自社株買いを含む総還元性向では
50%以上を目処として、引き続き株主還元の充実に努め
ていく方針です。

　当社は、企業価値の向上を目指すうえで、「株式価値」
のみならず「社会的価値」の向上にも積極的に取り組ん
でいます。具体的には、「食と健康」「環境」「人と社会」の
3つの活動領域において重点テーマを定め、取組みを強
化しています。
　昨年は、ビール業界で共同使用しているビールびんの
容器の軽量化などに取り組むとともに、製造工程や配送
時において、CO2排出量を削減するといった環境負荷の
低減を推進しました。本年もステークホルダーの皆様に
ご満足いただけるように、事業活動を通じて社会的課題
の解決に貢献していきます。

　2015年は、日本経済が活力を取り戻せるかどうかが
問われるなか、消費の多価値化や価格の多様化がますま
す進むことが想定されます。
　当社は、こうした環境変化を捉えながら、グループ全
体でより一層“強み”に集中した成長戦略を推進するとと

もに、引き続き資本効率の向上に努めていくことで、『中
期経営計画2015』の達成を目指してまいります。
　また、改正会社法の施行や「コーポレートガバナンス・
コード」の適用を控え、当社としては、さらなる「企業価値
の向上」に向けて、コーポレートガバナンスの充実にも努
めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、成長を続けるアサヒグ
ループに今後ともより一層のご支援をよろしくお願いい
たします。

　酒類事業では、昨年2月から『アサヒスーパードライ ド
ライプレミアム』を本格展開したことに加えて、『クリアア
サヒ』ブランドにおいて消費者キャンペーンを実施した
ことなどにより、ビール類全体の販売数量が2年連続で
前年実績を上回りました。
　さらに、ニッカウヰスキー(株)創業80周年および創業
者の竹鶴政孝生誕120周年にあたり、『竹鶴』『ブラック
ニッカ』ブランドを中心にマーケティング活動を強化した
ことや輸入ワインが好調に推移したことなどにより、酒類
事業全体で増収を果たすことができました。
　飲料事業では、ブランド生誕130周年を迎えた『三ツ
矢』ブランドにおいて、復刻商品の発売や『三ツ矢フリー
ジングサイダー』による新価値提案を行うなど、主力ブ
ランドの強化を図りました。また、『十六茶』ブランドにお
いて、特定保健用食品『アサヒ 食事と一緒に十六茶W
（ダブル）』やカルピス(株)独自の乳酸菌技術を活かした
付加価値商品を発売したことなどにより、飲料事業全体
の販売数量は12年連続で前年実績を上回りました。
　食品事業では、アサヒフードアンドヘルスケア(株)が
『ミンティアブリーズ』を本格展開したことなどにより同

社の業績が好調に推移したことに加え、和光堂(株)の育
児用粉乳・ベビーフードや天野実業(株)のフリーズドラ
イなど、“強み”を持つカテゴリーへの集中により、食品事
業全体で増収を果たすことができました。
　国際事業では、オセアニア事業において、主力の低ア
ルコール飲料のブランド力を強化したほか、成長カテゴ
リーであるサイダー（りんご酒）や輸入プレミアムビール
の積極的なマーケティング活動を推進したことにより収
益基盤を強化しました。また、東南アジア事業では、マ
レーシアにおいて、新規の事業投資に加えて、缶コー
ヒーの『ワンダ』ブランドのマーケティング活動を展開す
るなど、事業基盤の拡大を図りました。

　『中期経営計画2015』の最終年度となる本年は、引き
続き、ブランド・技術・コスト競争力などの“強み”へ集中
するとともに、イノベーションやシナジーの創出といった
収益性の向上と最適な資本政策を実行することにより、
重要業績評価指標であるROE（自己資本利益率）とEPS
（1株当たり当期純利益）の達成を目指します。
　業績見通しとしては、売上高では、主力ブランドを中心

『中期経営計画2015』の総仕上げとして、引き続き“強み”に
集中した事業戦略と最適な資本政策の実行に取り組みます。

2014年度における
各事業の総括をお願いします。Q

2015年度の取組みと
業績見通しをお聞かせください。Q

Question & Answer
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にブランド資産の最大化に取り組むことに加えて、国際
事業ではオセアニアにおいて既存ブランドの強化や成
長分野におけるマーケティング活動の推進に取り組みま
す。また、東南アジアでは事業基盤のさらなる強化を図
ることなどにより、連結トータルでは１兆8,500億円（前
期比3.6%増）を目指します。
　営業利益については、各事業で着実な増収を図るとと
もに、国内外でグループ間のシナジーを創出することな
どにより、1,350億円（同5.2%増）を目指します。これに
より、当期純利益では、750億円（同8.5%増）を達成し、
15年連続の最高益を目指します。
　また、株主還元については、『中期経営計画2015』の
方針に基づき、配当性向30%を目処に安定的な増配を
目指すとともに、自社株買いを含む総還元性向では
50%以上を目処として、引き続き株主還元の充実に努め
ていく方針です。

　当社は、企業価値の向上を目指すうえで、「株式価値」
のみならず「社会的価値」の向上にも積極的に取り組ん
でいます。具体的には、「食と健康」「環境」「人と社会」の
3つの活動領域において重点テーマを定め、取組みを強
化しています。
　昨年は、ビール業界で共同使用しているビールびんの
容器の軽量化などに取り組むとともに、製造工程や配送
時において、CO2排出量を削減するといった環境負荷の
低減を推進しました。本年もステークホルダーの皆様に
ご満足いただけるように、事業活動を通じて社会的課題
の解決に貢献していきます。

　2015年は、日本経済が活力を取り戻せるかどうかが
問われるなか、消費の多価値化や価格の多様化がますま
す進むことが想定されます。
　当社は、こうした環境変化を捉えながら、グループ全
体でより一層“強み”に集中した成長戦略を推進するとと

もに、引き続き資本効率の向上に努めていくことで、『中
期経営計画2015』の達成を目指してまいります。
　また、改正会社法の施行や「コーポレートガバナンス・
コード」の適用を控え、当社としては、さらなる「企業価値
の向上」に向けて、コーポレートガバナンスの充実にも努
めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、成長を続けるアサヒグ
ループに今後ともより一層のご支援をよろしくお願いい
たします。

　酒類事業では、昨年2月から『アサヒスーパードライ ド
ライプレミアム』を本格展開したことに加えて、『クリアア
サヒ』ブランドにおいて消費者キャンペーンを実施した
ことなどにより、ビール類全体の販売数量が2年連続で
前年実績を上回りました。
　さらに、ニッカウヰスキー(株)創業80周年および創業
者の竹鶴政孝生誕120周年にあたり、『竹鶴』『ブラック
ニッカ』ブランドを中心にマーケティング活動を強化した
ことや輸入ワインが好調に推移したことなどにより、酒類
事業全体で増収を果たすことができました。
　飲料事業では、ブランド生誕130周年を迎えた『三ツ
矢』ブランドにおいて、復刻商品の発売や『三ツ矢フリー
ジングサイダー』による新価値提案を行うなど、主力ブ
ランドの強化を図りました。また、『十六茶』ブランドにお
いて、特定保健用食品『アサヒ 食事と一緒に十六茶W
（ダブル）』やカルピス(株)独自の乳酸菌技術を活かした
付加価値商品を発売したことなどにより、飲料事業全体
の販売数量は12年連続で前年実績を上回りました。
　食品事業では、アサヒフードアンドヘルスケア(株)が
『ミンティアブリーズ』を本格展開したことなどにより同

社の業績が好調に推移したことに加え、和光堂(株)の育
児用粉乳・ベビーフードや天野実業(株)のフリーズドラ
イなど、“強み”を持つカテゴリーへの集中により、食品事
業全体で増収を果たすことができました。
　国際事業では、オセアニア事業において、主力の低ア
ルコール飲料のブランド力を強化したほか、成長カテゴ
リーであるサイダー（りんご酒）や輸入プレミアムビール
の積極的なマーケティング活動を推進したことにより収
益基盤を強化しました。また、東南アジア事業では、マ
レーシアにおいて、新規の事業投資に加えて、缶コー
ヒーの『ワンダ』ブランドのマーケティング活動を展開す
るなど、事業基盤の拡大を図りました。

　『中期経営計画2015』の最終年度となる本年は、引き
続き、ブランド・技術・コスト競争力などの“強み”へ集中
するとともに、イノベーションやシナジーの創出といった
収益性の向上と最適な資本政策を実行することにより、
重要業績評価指標であるROE（自己資本利益率）とEPS
（1株当たり当期純利益）の達成を目指します。
　業績見通しとしては、売上高では、主力ブランドを中心

CSRに対する取組み方針を
お聞かせください。Q

最後に、株主の皆様への
メッセージをお願いします。Q

代表取締役社長 兼 CEO

中期経営計画の重要業績評価指標

ROE
（自己資本利益率）

EPS
（1株当たり当期純利益）

10%を目処 12%を目処

ー

2015年目標

のれん等償却前

年平均成長率
10%以上 泉谷 直木
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● 飲みやすくスッキリとした味わいの
　 ビールテイスト清涼飲料
コクとキレのあるドライな味わいはそのままに、飲みやすくスッキリとした味
わいの商品です。

アサヒビール（株）

※ 栄養表示基準によります。

新商品紹介

● 『クリアアサヒ』ブランドからの
　 エクステンション商品
２００８年の発売以来、多くのお客様にご愛飲いただいている
『クリアアサヒ』ブランドからのエクステンション商品です。

● “糖質ゼロ”の機能性と本格的な味わいを実現
健康意識の高まりを背景にお客様からの支持が期待される“糖
質ゼロ”の機能に加えて、アルコール度数6％により、しっかりと
した飲みごたえを実現しました。

● 「機能」「本格感」を表現したデザイン
『クリアアサヒ』のキーイメージである「クリーミーな泡」「ツート
ンカラー」をベースに、グリーンで「機能性」を表現しました。

クリアアサヒ 糖質0
リキュール（発泡性）①

缶３５０ｍℓ、缶５００ｍℓ／オープン価格 発売中

「本格的な味わいで“糖質ゼ
ロ”の新ジャンルを飲んでい
ただきたい」と開発した商品で
す。機能性ユーザーの理想を
追求し、満足できる商品に仕
上げました。

アサヒビール（株）
マーケティング第一部

中島 健

竹鶴プレミアムハイボール
水割りウイスキー（発泡性）①

缶３５０ｍℓ／オープン価格

POINT
● 『竹鶴』ブランドからの缶ハイボール商品
多くのお客様にご愛飲いただいている『竹鶴』ブランドから発売
する缶入りハイボールの商品です。

● 華やかで甘い香り
華やかで甘い香りが、ソーダによって軽快に香り立ち、ほどよい
炭酸感で爽やかなのどごしが楽しめます。

● 豊かなコクと余韻
後口に樽熟成したモルトウイスキーならではの豊かなコクと余
韻が味わえます。

● プレミアム感を表現したデザイン
ゴールドをベースにプレミアム感を演出するとともに、竹鶴政孝
のイラストを正面に配し、『竹鶴』ブランドであることをわかりや
すく表現しました。

POINT

● 『アサヒスーパードライ』
　 累計３５億箱※突破記念の期間限定商品
累計出荷箱数３５億箱※突破を記念し、お客様への日頃の感謝の気持ちを込
めて、スーパードライ初の限定醸造商品を発売します。

● 「超辛口」のスーパードライ
氷点下でろ過する“エクストラコールドろ過製法”を採用し、さらにアルコール
度数を5.5％に高めることで、“超辛口のスーパードライ”をつくり上げました。

POINT

● 『アサヒドライゼロ』ブランドからのエクステンション商品
“アルコール0.00％”“カロリー0（ゼロ※）”“糖質0（ゼロ※）”に加え、“プリン
体0.0”で4つのゼロを実現しました。

POINT

２０１５年４月７日発売予定

担当者から
ひとこと

缶３５０ｍℓ、缶５００ｍℓ／オープン価格 

アサヒスーパードライ
エクストラシャープ

ビール

２０１５年３月３１日発売予定

缶３５０ｍℓ、缶５００ｍℓ／オープン価格  
発売中

アサヒドライゼロフリー
ビールテイスト清涼飲料

※1箱は大びん633ｍℓ×20本換算。
　1987年～2014年までのスーパードライ当社累計出荷箱数によります。

ゼロ
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アサヒ飲料（株）

新商品紹介

※ 特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。

ワールドトリップシリーズとは
『ワンダ ワールドトリップ』シリーズは、缶コーヒーだからこそできる質・製法の新たな提案として、世界
のコーヒー職人の経験と知識から生み出されたワンダのクオリティーシリーズです。

POINT

発売中

ワンダ ワールドトリップ 開拓者の微糖
コーヒー飲料

缶１８５ｇ／１１５円

もっと果実な
バヤリースマンゴー

果汁飲料

ボトル缶４００ｇ／１６０円
発売中

POINT

PET500mℓ／140円

三ツ矢 柚子
炭酸飲料

発売中

「ワンダ 開拓者の微糖」は、ブラジルのセ
ラード地域を農地に開拓したコーヒー職
人カルロス・グロッシ氏の監修のもとで
仕上げました。
本商品は同氏が保有する「アルトカフェ
ザル農園」の豆を100％使用しています。
品質を追求した農園の豆ならではの深
みとコクをお楽しみください。

アサヒ飲料（株）
マーケティング部

本田 和寛

担当者から
ひとこと

● カルロス・グロッシ氏監修商品
ブラジルのセラード地域を開拓して大規模な農地へと育てあげた、ブラジル農園界で開拓者と呼ばれ
るコーヒー職人カルロス・グロッシ氏の監修商品です。

● 「アルトカフェザル農園」のコーヒー豆を100%使用
コーヒー豆の品質に定評がある、グロッシ氏保有の「アルトカフェザル農園」のコーヒー豆を100％使
用しています。

● 引き立てられた旨味とコク深い味わい
グロッシ氏ならではの技術によって引き立てられたコーヒーの旨味とコク深い味わいが特長です。

● 「ピューレ果汁」を贅沢に使用
皮をまるごとすりつぶした「ピューレ果汁」を贅沢に使用することで果実のおいし
さを最大限に引き出しました。

● 濃厚な味わいととろけるような食感
果汁には、「ピューレ果汁」のみを使用し、果実の濃厚な味わいととろけるよう
な食感が特長です。

POINT

● 国産柚子が香る大人向け炭酸飲料
“磨かれた水”や“果実などから集めた香り”といった『三ツ矢サイダー』ブランド
のこだわりはそのままに、国産柚子果汁を使用して大人向けに仕上げました。

● 『三ツ矢』ブランドと柚子を表現したデザイン
ラベルの中央に矢羽根と商品名を大きくあしらい、背景には柚子味を想起でき
るような緑から黄色のグラデーションを入れることで、『三ツ矢サイダー』ブラ
ンドの柚子味であることを表現しました。

アサヒスーパーレポート2015年春号 7



（株）エルビー

我が家では『カルピス』の「牛乳割り」
が家族みんなの大好物。朝ごはんの
時からお風呂上がりまでいろんな
シーンで楽しんでいます。『カルピス』
のおいしさを大事にしつつ、よりなめ
らかで飲みやすい絶妙な味わいを目
指して開発しました。

リニュー
アル

（株）エルビー
マーケティング部

宮田 英衣子

● カロリー60％オフの『カルピス』です
糖質60％カット、脂肪分ゼロでカロリーが気になる方
でも安心して飲んでいただけます。

● さわやかなおいしさはそのまま
特別な発酵技術を用いることで、糖質をカットしつつ『カ
ルピス』ならではの甘ずっぱい味わいを実現しました。

POINT

● 1本でバナナ約2本分の食物繊維
3000mg（バナナ約2本分）の食物繊維と1日分のビタミンCを配合しました。

● わかりやすいパッケージ
素材が一目でわかるようにバナナを正面に配置し、赤色帯の上に機能性を表示
しました。

POINT

● たっぷりのミルクと組み合わせた『カルピス』
長年親しまれている定番の飲み方である「牛乳割り」のおいしさをご
提供します。

● ミルクのコクのあるおいしさ
やさしく濃厚なおいしさで、ほっと一息つきたい気分のときにぴった
りです。

POINT

ミルクと『カルピス』
乳飲料(チルド)

2015年3月31日発売予定紙パック200ｍℓ／100円

毎朝１本バナナオレ 200mℓ
清涼飲料水(LL)

多層プラスチックボトル470mℓ／460円

『カルピス』
カロリー60％オフ

乳製品乳酸菌飲料（殺菌）

紙パック500ｍℓ／150円

担当者から
ひとこと

「手間やコストがかかる」「おいしくつくれない」…そんな手
づくりスムージーへの不満を解消！手軽においしく楽しめる
本格的なスムージーです。スムージーに興味はあるけど
ちょっと手が出ない、そんな方にこそおすすめしたい商品
です。アサヒ飲料（株）

カルピス事業部

久保 麻亜紗

担当者から
ひとこと

※ 『カルピス』はカルピス（株）の登録商標です。

発売中

ウェルチ スムージー キッチン

新商品紹介

野菜・果実ミックスジュース

PET750mℓ／430円 発売中

● 家庭で手軽に楽しめる本格スムージー
『Welch's』が自信を持ってお届けする、砂糖・食塩不使用、着色料・香料無添加の、野菜と
果実のみで丁寧につくったスムージーです。

● 『Welch's』ならではの濃厚なおいしさ
＜あらごし野菜＞と＜うらごし果実＞をたっぷり使い、ジューサーで手作りしたような食感に
仕上げました。

● 健康成分もおいしく摂取
グレープミックスにはポリフェノール、オレンジミックスにはβ-カロテンが含まれています。

POINT

発売中
『Welch's』 Smoothie Kitchen
グレープミックス／オレンジミックス

アサヒスーパーレポート2015年春号8



POINT

POINT
POINT

やさしいおみそ汁
フリーズドライ食品

※ 通販限定商品

炙り雑炊
フリーズドライ食品

天野実業（株）

和光堂（株）

アサヒフードアンドヘルスケア（株）

● 新カップ容器入りベビーフード
食事バランスを考えた主食とおかずのセットメ
ニューが人気のシリーズ。持ちやすい新カップ容器
になりました。電子レンジでの温めも簡単です。

● 使いやすいスプーン付き
スプーン付きなので外出時にもとても便利。

※ 特別な表示がない限り、表示されている価格は希望小売価格（消費税別）です。

● 家族みんなの食事を一度に
1歳のお子さまから大人まで、親子のおかずが一度
につくれる簡単合わせ調味料です。（2～3人前）

● 食材をひとつ加えるだけ！
フライパンだけで簡単に親子のおかずが準備でき
ます。食材をひとつ加えるだけなので、時間のない
時にも便利です。｠

リニュー
アル

素肌しずく しっとり潤う美白化粧水
化粧品

● 有効成分ＧＫⅡ※1・プラセンタ配合
有効成分ＧＫⅡ・プラセンタを配合し、女性に人気のコラーゲンや厳選した保湿成
分を詰め込んだしっとり潤う美白化粧水です。

● Ｗ機能でハリ・弾力に満ちた肌へ
美白機能と乾燥による小じわを目立たなくする機能※２を兼ね備え、憧れのふっく
らとした弾力肌に導きます。

POINT

７g（５０粒）／１００円

ミンティア
カテキンミント

タブレット菓子

発売中

販売名：素肌しずく　美白化粧水WA

● 瞬感息キレイ！
スキッと冴えわたるミントの刺激と充実の
清涼感。抹茶・カテキンを配合した緑茶風
味のミントタブレットです。

● 手軽に携帯！
リーズナブルな価格と携帯しやすいカード
タイプの超薄型容器が特長です。

POINT

７２ｇ（２枚×２袋）／１５０円

クリーム玄米ブラン
ブルーベリー 

栄養機能食品

発売中

● リニューアル発売！
食物繊維が豊富な自然素材「小麦ブラン」を
25%増量。ザクザク食感をますますアップさせ、
美味しく仕立てました。

● 素朴で飽きのこない味わい！
果実の味わいやジューシー感をアップさせ、毎日
でも食べられる素朴で飽きのこない味わいに仕
上げました。

POINT

1食／１８５円
発売中

１食／１６０円
発売中

● 塩分1.0ｇ未満でおいしさそのまま
風味・コクの強い素材を用いることで、塩分控え目
でもしっかり旨みが感じられる味わいです。

● 注目の健康成分ＬＴＰを配合
カルピス社の乳酸菌研究から生まれた「LTP（ラク
トトリペプチド）」を配合。

POINT

● ひと手間かけた「炙り」の旨み！
海鮮具材を炙ることで、素材の旨みを引き立てま
した。

● だしで炊きあげた国産米
鍋料理のシメのような、素材の旨みが合わさった深
みのある味わいです。

おやこ ｄｅ ごはん
幼児食

1箱／オープン価格
発売中

栄養マルシェ
ベビーフード

1箱／オープン価格
発売中

発売中

医薬部外品

170mℓ／980円

美白：メラニンの生成を抑え、シミ・ソバカスを防ぐ
※1 グリチルリチン酸ジカリウム　
※2 効能評価試験済み

リニュー
アル

新商品紹介
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Asahi News Clip

　アサヒグループでは、飲料事業の更なる基盤強
化として、カルピス（株）の岡山工場に製造ライン
を増設しました。
　同工場は従来、カルピス（株）の製品である『カ
ルピス』『カルピスウォーター』『Welch’s』などの
製造を担ってきた拠点です。本年2月に稼働を開
始した新ラインは、これらに加えて、『三ツ矢サイ
ダー』『バヤリース』などアサヒ飲料（株）製品の製
造にも対応することができます。アサヒグループ
では、グループ各社のシナジーを追求し、飲料市
場でさらなる成長を目指しています。

カルピス（株）岡山工場のライン増設で
アサヒ飲料（株）製品も製造 「IR優良企業大賞」を受賞

　アサヒグループは、海外における『アサヒスーパー
ドライ』の販売拡大に向けて、氷点下の『アサヒスー
パードライ』を提供する「アサヒスーパードライ エク
ストラコールドBAR」の海外出店を進めています。
　2013年から進出している韓国に続き、昨年は
オーストラリアにも出店。現地の夏にあたる10月～
本年1月までの間、『アサヒスーパードライ』の新し
い飲み方やビールと相性が良い
フードメニューを提案したほか、
テレビCMを展開しました。今後
もこうした施策を継続することで、
ブランド認知度の向上に取り組ん
でいきます。

オーストラリアで「アサヒスーパードライ
エクストラコールドBAR」を出店

事業施策 海外展開 受 賞

　当社は、IR活動に注力し、経営方針や事業戦略な
どの情報を株主・投資家の皆様へ積極的に開示し
ています。
　こうした取組みが実を結び、昨年11月に発表さ
れた第19回「IR優良企業賞※1」において、持続的成
長に向けた取組みを的確なロードマップを示して
説明する姿勢などが評価され、「IR優良企業大賞」
を受賞しました。また、10月に発表された「証券アナ
リストによるディスクロージャー優良企業選定※2」
でも、経営陣のIRに対する取組み姿勢などが評価
され、12回連続で優良企業に選出されました。
※1 日本IR協議会主催。IRの趣旨を深く理解し、積極的に取り組み、市場関係者の高い

支持を得るなど、優れた成果を上げた企業を表彰することを目的とした賞です。
※2 日本証券アナリスト協会主催。各企業の情報開示の状況を評価し、質の高い開示

を行っている企業を選定・表彰する制度です。

岡山工場の製造ライン 「アサヒスーパードライ エクストラコールドBARシドニー」の店内 「IR優良企業大賞」授賞式に参加した川面副社長
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Asahi News Clip

　カルピス（株）は、「カルピス酸乳」由来の2種類の
ペプチド※（VPP、IPP）に、更年期に起こる血管の機
能障害を抑制する効果があることを実験で確認し、
昨年7月の日本動脈硬化学会で発表しました。
　実験では、更年期症状を示す卵巣摘出ラットを3
つのグループに分け、それぞれに「水」「VPPを溶か
した水」「IPPを溶かした水」を一定期間摂取させた
あと、血管機能の変化を比較。この結果、VPP・IPP
を摂取したラットは、血管拡張度の低下（血管が拡
がりにくくなる症状）をはじめ、動脈硬化のいくつか
の症状が抑制されることを確認しました。
　現在同社では、ヒトへの応用を見据えて、引き続
き「年齢ペプチド」に関する研究を進めています。
※ タンパク質から得られる、一定の順番でアミノ酸が結合してできた分子の系統群です。

乳由来成分「年齢ペプチド」が
更年期に起こる血管機能障害を
抑制する可能性を確認

“食”や“夢”をテーマにした出前授業を
福島県南相馬市で実施

　アサヒビール（株）とサントリー酒類（株）、サッポ
ロビール（株）は、3社共通でビール大びん（びん
633mℓ）に導入している「擦り傷対策びん」を、昨
年10月から新たに中びん（びん500mℓ）でも採用
し、順次切り替えを進めています。
　「擦り傷対策びん」は、びんの胴部を0.2mm～
0.3mm程度凹ませることで、製造・配送時にラベ
ルにつく「擦り傷」を防止するとともに軽量化を実
現したものです。中びんは3社で年間4億本以上が
流通しており、今後このすべてを切り替えることで、
製造・配送時におけるCO2排出量が年間約175ト
ン削減される見込みです。

ビールの中びんを軽量化し、
製造・配送時のCO2排出量を削減

　カルピス（株）は、子どもたちに食や未来への夢
を持つことの大切さを伝える出前授業「『カルピス』
こども乳酸菌研究所」を各地で実施しています。昨
年12月には、福島県南相馬市の小学生を対象に、
冬休みの学習支援イベントとして実施しました。実
施にあたっては、アサヒグループが東日本大震災
復興支援活動において協働している「福島大学災
害ボランティアセンター」にご協力いただきました。
　イベントに参加した子どもたちは、『カルピス』を
題材にした同社社員の講義で乳酸菌の働きなどを
学んだあと、それぞれが“未来へのアイデア”を考
えて発表。夢がひろがるユニークなアイデアも多数
生まれ、活発に意見を交わしていました。

研究開発 環境保全 社会貢献

100%

80%
a

60%

40%

20%

0%
対照群※２

異符号間は5%水準で有意差を示す。平均±SD

更年期障害
モデル群

更年期障害
＋

VPP摂取群

更年期障害
＋

IPP摂取群

a a

b血
管
拡
張
度

血管拡張度※１
イメージ図

乳酸菌の働きなどを学ぶ子どもたち

約470g
従来の中びん 擦り傷対策びん

約460g

※1 この数値が高いほど血管の拡張性が高いことを示します。
※2 正確を期すための比較対照群として、健常なラットに、他のグループと同様の手順で水を摂取
　　させたグループです。

血管の機能
低下

血管の機能低下を抑制

びんの胴部を
凹ませることで
擦り傷を防止し、

10ｇ軽量化
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増収効果に加えて、グルー
プ内シナジーの創出など
収益構造改革に取り組ん
だことにより、増益となり
ました。

20142013 （年度）

（億円）

持分法投資損益が前期を
下回ったものの、営業利益
の増加により、増益となり
ました。

20142013 （年度）

（億円）

経常利益の増益に加
えて、国内工場跡地の
売却などの特別利益
を計上したことで、14
期連続で最高益を更
新しました。
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17,85417,854 1,2831,283
1,1741,174

6916911,3311,331
6176171,2361,236

2012

15,79015,790

2012

1,1481,148

2012

2012

1,0841,084

571571

消費税増税や最盛期の天
候不順など厳しい事業環境
のなか、「強み」に集中した
ブランド戦略や国際事業の
成長基盤の拡大などによ
り、増収となりました。

財務ハイライト（各年度：1月1日～12月31日）

売 上 高

（前年度比 ＋712億円）

7.7%増

9.2%増

国内3事業に国際事業を加えた4事業のすべてで増収となり
ました。

営 業 利 益

4.2%増
（前年度比 ＋108億円）

各事業の好調な業績やコスト全般の効率化などにより、増益と
なりました。

経 常 利 益

（前年度比 ＋95億円）

営業利益の増加により、増益となりました。

当 期 純 利 益

11.9%増
（前年度比 ＋73億円）

特別損益が改善したこともあり、14期連続の増益となりました。

セグメント情報 P13
連結貸借対照表 P16
連結損益計算書 P17
連結キャッシュ・フロー計算書 P17
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飲料事業での増収効果や
協業シナジーの創出など
により、増益となりました。

20132012 （年度）

（億円）

前期の特殊要因である康
師傅飲品社の「負ののれん
発生益」の反動もあり、営
業外損益は若干悪化した
ものの、営業利益の増加
により、増益となりました。

20132012 （年度）

（億円）

前期に発生した康師傅飲
品社の持分変動利益の反
動などがあったものの、特
別損益トータルでは前期
より改善し、増益となりま
した。
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20132012 （年度）

（億円）

17,14217,142 1,1741,1741,0841,084

6176171,2361,236 5715711,1481,148

2011

14,62714,627

2011

1,1091,109

2011

2011

1,0711,071

550550

飲料事業でカルピス（株）
の業績が通年で寄与した
ことや、国際事業の円安効
果などにより、増収となり
ました。

財務ハイライト（各年度：1月1日～12月31日）

売 上 高

（前年度比 ＋1,351億円）

7.7%増

8.3%増

飲料事業、国際事業を中心に全事業で増収となりました。

営 業 利 益

8.6%増
（前年度比 ＋90億円）

飲料事業の業績が好調に推移し、増益となりました。

経 常 利 益

（前年度比 ＋87億円）

営業利益の増加により、増益となりました。

当 期 純 利 益

8.0%増
（前年度比 ＋45億円）

特別損益が改善したこともあり、13期連続の増益となりました。

Financial
Highlight
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※のれん等償却前営業利益＝営業利益＋のれん償却額と買収に伴う無形固定資産の償却額

のれん等償却前営業利益
ビール

発泡酒

新ジャンル

低アルコール飲料

洋酒

ワイン

アルコールテイスト清涼飲料

酒類事業　主な事業会社：アサヒビール（株）

セグメント情報（各年度：1月1日～12月31日）

売上高／のれん等償却前営業利益

カテゴリー別前期比較（売上高で算出）
ビール類

F i n a n c i a l  H i g h l i g h t

焼酎

　　　　 昨年2月から本格展開した『アサヒスーパードラ
イ ドライプレミアム』の積極的なマーケティング活動な
どにより、『スーパードライ』ブランドの強化を図りました。

　　　　 “プリン体ゼロ”と“糖質ゼロ”の発泡酒『アサヒ
スーパーゼロ』を９月に発売したことなどで、好調に推移
しました。 

　　　　 　『クリアアサヒ』『クリアアサヒ プライムリッ
チ』の消費者キャンペーンや、期間限定商品『クリアアサ
ヒ 摘みたてホップ』の発売などにより、売上が前期を上
回りました。

　　　『かのか』ブランドの価値向上に加えて、業務用
市場において『さつま司』を中心に新たな飲み方提案を
行い、取扱店の拡大を図りました。

　　　　　　　　　『アサヒ辛口焼酎ハイボール』の発
売に加えて、『アサヒカクテルパートナー』『アサヒ Slat
（すらっと）』のリニューアルや季節限定品の発売など、新
たな価値提案を行いました。

　　　ニッカウヰスキー創業80周年および竹鶴政孝生
誕120周年にあたり、『竹鶴』『ブラックニッカ』ブランドを
中心にマーケティング活動を強化したことで、売上が拡
大しました。

　　　   チリワイン『サンタ・ヘレナ アルパカ』やスペイ
ンワイン『ヴィニャ・アルバリ・サングリア』を中心に輸入
ワインの拡販を進めたことで、好調に推移しました。

　　　　　　　 　　　   　  一昨年に実施したビール
テイスト清涼飲料『アサヒ ドライゼロ』のリニューアルの
効果や、派生商品『アサヒ ドライゼロ ブラック』の発売な
どにより、売上が拡大しました。

（億円） （億円）

20142013

売上高

（年度）

12,000

9,000

6,000

3,000

0

2,000

1,500

1,000

500

0

1,1691,169

9,4199,4199,2589,258

1,1371,137

6

4

2

0

-2

-4

-6
発泡酒 新ジャンルビール

0.1%
減

ビール類
合計

3.7%
増

0.3%
増

0.2%
増

（%）

ビール類以外の酒類・アルコールテイスト清涼飲料

低アルコール
飲料

ワイン アルコールテイスト
清涼飲料

ビール類以外の
酒類合計

洋酒焼酎

30

20

10

0

-10

-20

-30

2.7%
減

8.1%
増20.6%

増0.9%
増

18.4%
増

13.5%
増

（%）

1.7%増売上高

2.8%増のれん等償却前
営業利益

前年度比 
＋160億円

前年度比 
＋32億円
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F i n a n c i a l  H i g h l i g h t

アサヒ飲料（株）

（株）エルビー

アサヒフードアンドヘルスケア（株）

和光堂（株）

天野実業（株）

売上高／のれん等償却前営業利益

売上高／のれん等償却前営業利益

セグメント情報（各年度：1月1日～12月31日）

飲料事業　主な事業会社：アサヒ飲料（株）、（株）エルビー

食品事業　主な事業会社：アサヒフードアンドヘルスケア（株）、和光堂（株）、天野実業（株）

　　　　　　　　ブランド生誕130周年を迎えた『三ツ矢』
ブランドの価値向上に取り組んだことに加え、特定保健用食
品『アサヒ 食事と一緒に十六茶W（ダブル）』を発売するな
ど、主力ブランドの活性化に努めました。

　　　　　　　 『味わいカルピス』から果汁などのさまざ
まな素材を組み合わせた新商品を発売したほか、乳飲料カ
テゴリーにおいて、「アサイー」と相性の良い果物を組み合
わせたシリーズ商品を発売したことなどにより、好調に推移
しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　 タブレット菓子『ミン
ティアブリーズ』の発売や、栄養調整食品『1本満足バー』の
商品ラインアップ拡充などにより、好調に推移しました。

　　　　　　主力のベビーフードにおいて、容器入り幼児食
『BIGサイズの栄養マルシェ』や新たな付加価値商品を発売
するなど、市場の活性化に取り組みました。

　　　　　　　フリーズドライ味噌汁における主力商品のリ
ニューアルや、多様な価格帯での商品展開などにより、『アマ
ノ』ブランドの認知度向上に努めました。

（億円） （億円）

（年度）20142013

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

500

400

300

200

100

0

売上高

4,7144,714

206206 264

1,200

900

600

300

0

80

60

40

20

0

（億円）
売上高

（億円）

（年度）20142013

1,1001,1001,0621,062

5252 64

4,6104,610
のれん等償却前営業利益

2.3%増売上高

27.8%増のれん等償却前
営業利益

前年度比 
＋104億円

前年度比 
＋57億円

のれん等償却前営業利益

3.6%増売上高

22.7%増のれん等償却前
営業利益

前年度比
＋37億円

前年度比 
＋11億円
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※のれん等償却前営業利益＝営業利益＋のれん償却額と買収に伴う無形固定資産の償却額

売上高／のれん等償却前営業利益

売上高／のれん等償却前営業利益

国際事業　主な事業会社：シュウェップス・オーストラリア社、ペルマ二ス社、北京ビール社

その他の事業

オセアニア事業

中国事業

東南アジア事業

　　　　　　　　 主力ブランドの育成や成長分野での
事業展開に加え、グループ内シナジーの創出などによ
り、飲料・酒類を合わせた総合飲料事業の成長を図りま
した。

　　　　　『アサヒ』ブランドの売上拡大による市場での
地位向上を図るとともに、生産拠点の集約化をさらに進
めることで、品質の向上と収益性の改善を目指しました。

　　　　　　　　マレーシアのペルマニス社における
主力ブランドの強化に加え、インドネシアにおける飲料事
業の事業基盤を構築し、東南アジアでの事業ネットワー
クの拡大に取り組みました。

3,000

2,000

1,000

0

300

200

100

0

（億円） （億円）

（年度）20142013

売上高

2,3312,331

8383

1,9201,920

400

300

200

100

0

20

15

10

5

0

（億円） （億円）

（年度）20142013

売上高 のれん等償却前営業利益

288288290290

66 2

のれん等償却前営業利益

127

21.4%増売上高

53.1%増のれん等償却前
営業利益

前年度比 
＋411億円

前年度比 
＋44億円

0.6%減売上高

67.5%減のれん等償却前
営業利益

前年度比 
－1億円

前年度比 
－4億円
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F i n a n c i a l  H i g h l i g h t

連結貸借対照表（各年度：12月31日現在）

資産の部 負債・純資産の部

流動負債POINT
2

株主資本POINT
3

資産合計POINT
1 東南アジアや国内において買収した企業の新規連結

効果に加え、円安による海外子会社の資産の増加や
株式相場上昇に伴う投資有価証券の増加により、総
資産が増加しました。

主にマレーシアのエチカ社の新規連結に伴う短期借
入金などの金融債務が増加したことなどにより、流動
負債は増加しました。

自己株式の取得や配当金の支出があったものの、当
期純利益が14期連続で過去最高益となったことによ
り、増加しました。

（億円）
20,000

15,000

10,000

5,000

0
201420132012 （年度）

4,315

2,957

6,054

6,038

投資
その他の
資産

無形
固定資産

19,366

有形
固定資産

POINT
1

流動資産

（億円）
20,000

15,000

10,000

5,000

0
201420132012 （年度）

154

流動負債

株主資本

固定負債

7,451

1,359

2,827

7,573

19,366

少数株主
持分

その他の
包括利益
累計額

POINT
3

3,204

2,991

5,833

5,291

17,321

3,824

2,900

5,842

5,348

17,915

30
352

6,885

3,252

6,800

17,321

7,236

955

2,979

6,660

17,915

81

POINT
2
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連結キャッシュ・フロー計算書（2014年1月1日～12月31日）

連結損益計算書（2014年1月1日～12月31日）

※ 括弧内は対前年度比

※ 括弧内は対前年度比

営業活動によるキャッシュ・フロー

売上高POINT
1

営業利益 POINT
2

当期純利益POINT
3

POINT
1

投資活動によるキャッシュ・フローPOINT
2

財務活動によるキャッシュ・フローPOINT
3

「強み」に集中したブランド戦略や国際事業の拡大な
どにより、全事業で増収となりました。

増収効果に加えて、グループ内シナジーの創出など
収益構造改革の実行に取り組んだことにより、全事
業で増益となりました。

全事業での営業利益の増益に加えて、国内工場跡地
の売却などにより特別損益が改善したことで、14期
連続で最高益を更新しました。

売上増加などにより税金等調整前当期純利益が増加
したものの、法人税の支払いが増加したことなどによ
り、収入が減少しました。

飲料事業における設備投資や東南アジア事業におけ
る事業投資を実施したことで、支出が増加しました。

株主還元や設備投資などの事業投資による資金需要
の一部を調達したことなどにより、収入が増加しました。

（億円）

当期純利益当期純利益
法人税等法人税等

税金等調整前
当期純利益
税金等調整前
当期純利益

営業外収益営業外収益
販売費及び
一般管理費
販売費及び
一般管理費

売上
総利益
売上
総利益 691

（+73）
691

（+73）
少数株主
利益
少数株主
利益
0
（0）
0
（0）

599
（＋113）
599

（＋113）

1,291
（＋186）
1,291

（＋186）

特別損失特別損失
381

（+206）
381

（+206）

経常利益経常利益
1,331
（+95）
1,331
（+95）

営業外
費用
営業外
費用
82

（+13）
82

（+13）

131
（0）
131
（0）

営業利益営業利益
1,283
（+108）
1,283
（+108）

7,120
（+306）
7,120
（+306）

5,837
（＋198）
5,837

（＋198）

10,734
（+405）
10,734
（+405）

17,854
（+712）

POINT
1

特別利益特別利益
340

（+297）
340

（+297）

POINT
3

POINT
2

売上原価売上原価売上高売上高

20,000

16,000

12,000

8,000

4,000

0

（億円）

財務活動による
キャッシュ・フロー

2,000

1,500

1,000

500

0

投資活動による
キャッシュ・フロー

1,467 
（△104）
1,467 
（△104）

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

23
（＋21）
23

（＋21）

622
（+211）
622

（+211）411 
（＋67）
411 

（＋67）

現金及び
現金同等物の
期首残高

POINT
1

POINT
2

POINT
3

営業活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
期末残高

△921
（△264）
△921
（△264）

△358
（+490）
△358
（+490）
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　宮城峡蒸溜所は、北海
道の余市蒸溜所に次ぐ
ニッカウヰスキー第2の
蒸溜所です。NHK朝の連
続テレビ小説の主人公
（“マッサン”）のモデルとなった、創業者・竹
鶴政孝は「異なるタイプの原酒をブレンド
し、より芳醇なウイスキーをつくりたい」とい
う信念を抱いていました。竹鶴が初めてこ
の地を訪れたときに、持っていたウイスキー
を新川（にっかわ）の清流で割って味わいを
確認し、その場で蒸溜所の建設を決定した
と言われています。

“マッサン”竹鶴政孝の

こだわりから生まれた第2の拠点

気候と水に恵まれた

「理想の地」でのウイスキーづくり

　蒸溜所の周辺は山野に囲まれ、きれいな
水と空気に恵まれています。また、気候は湿
潤・低温で、ウイスキー製造の理想的な条
件が整っています。こうした環境のなかで、
風味豊かなモルトウイスキー、グレーンウイ
スキー※が生み出されてきました。
　また、工場設立時には、竹鶴の指示で自然
や景観に配慮した工場づくりが行われまし
た。豊かな自然環境を長く守ることも、“マッ
サン”のこだわりだったのです。
※麦芽を原料とするウイスキーをモルトウイス
キー、とうもろこしなどを原料とするものをグレー
ンウイスキーと呼びます。

　蒸溜所の周辺は山野に囲まれ、きれいな
水と空気に恵まれています。また、気候は湿
潤・低温で、ウイスキー製造の理想的な条
件が整っています。こうした環境のなかで、
風味豊かなモルトウイスキー、グレーンウイ
スキー※が生み出されてきました。
　また、工場設立時には、竹鶴の指示で自然
や景観に配慮した工場づくりが行われまし
た。豊かな自然環境を長く守ることも、“マッ
サン”のこだわりだったのです。
※麦芽を原料とするウイスキーをモルトウイス
キー、とうもろこしなどを原料とするものをグレー
ンウイスキーと呼びます。

〒989-3433
宮城県仙台市
青葉区ニッカ1番地
約18万㎡
約100名
1969年

：

：
：
：

生産者がナビゲート

工場へようこそ！

第 回8

所 在 地

敷 地 面 積
従 業 員 数
設立・操業開始

～宮城峡蒸溜所編～
ニッカウヰスキー（株） 

工場長の佐藤学が
ご案内いたします！

な
かな

か行
けない生産工場をご案内
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冷却

発芽

酒母添加

大 麦 乾 燥 粉 砕 糖 化 発 酵 単式蒸溜 熟 成

冷却

発芽 乾燥 粉砕 酒母添加

トウモロコシ 蒸煮 糖 化 発 酵 連続式蒸溜 熟 成

　宮城峡蒸溜所の特徴の1つが、「単式」と「連
続式」の2種類の蒸溜法を使い分けているこ
と。こと連続式蒸溜においては、より複雑な香
味を得るため、あえて伝統的な「カフェ式連続
式蒸溜機（カフェスチル）」を採用しています。

　伝統の技法に新技術も取り入れながら、多
彩な製品を生み出し続ける姿勢が、80年以上
にわたって愛されてきた「ニッカ」ブランドを
支えているのです。

宮城峡蒸溜所は、ニッカ社の「樽製造」のメイン拠点でも
あります。この樽づくり、職人による手作業も少なくありま
せん。樽の側板からウイスキーが漏れ
ないようにガマの葉を差し込んでいる
なんて…なかなか想像のつかない事実
では!?

宮城峡蒸溜所の敷地内に展示されている、いまは使われ
ていないポットスチル（蒸溜器）。実はこれ、ニッカ社の創
業期に余市蒸溜所で使っていたもの。
NHK朝の連続テレビ小説「マッサン」に
も登場したんです。このポットスチルの
炉に石炭がくべられ、記念すべきウイス
キーづくりの第一歩が刻まれたのです。

宮城峡蒸溜所で保存の
ポットスチルがテレビ出演!？

酒づくりは樽から・・・
意外なところに職人芸

多彩な製品を送り出し、「ニッカ」ブランドを支える

ウイスキー製造の主な工程

Nikka Brand

古いものと新しいもの…
両方のいいところを
組み合わせたのが
「ニッカ流」です。

モルト
ウィスキー

グレーン
ウィスキー

こぼれ
話
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アサヒグループは、株主の皆様からのご支援にお応えするとともに、グループについて一層ご理解いただきたいとの
想いから株主優待制度を導入しています。毎年12月31日時点で100株以上保有の株主様を対象に、優待品をお送
りしています。
※ 100株以上1,000株未満の株主様には1,000円相当、1,000株以上の株主様には2,500円相当の内容となります。

上記の寄附にご協力いただくことも可能です。寄附をご希望
される株主様は、優待品に代えてその相当金額を寄附してい
ただけます。

※ 商品の画像はイメージです。また、内容は変更となる場合がござい
　 ます。

本年の株主様限定プレミアムビールは、飲みごたえを感
じる主要要素をすべて最高レベル※に引き上げた麦芽
100％ビールです。缶350ｍℓ1本で満
足できる充実の味わいを株主の皆様
だけにお届けいたします。

本年の株主様限定ビールは、「麦芽あじわい仕込」を

採用した飲みごたえのあるビールです。

アサヒビール㈱ マーケティング第一部

藤井 恵理

今年もうまい株主様限定
プレミアムビールが
できました！

平成27年3月31日(火)

申 込 期 限

事務局必着

株主の皆様とのコミュニケーション

株主様限定プレミアムビール
【非売品】

株主優待制度について

東日本大震災復興支援活動への寄附5

1 酒類商品詰め合わせ2

清涼飲料水・食品商品
詰め合わせ3

アサヒグループ環境基金「水の惑星」へのご参加4

3月上旬にお送りしました株主総会招集ご通知
に同封しております株主優待申込書の必須項
目にもれなくご記入のうえ、ご送付ください。

9:30～17:30（土・日・祝日を除く）

※電話が混み合ってつながりにくい場合は、しばらくしてか
　らおかけ直しください。

アサヒグループホールディングス株式会社株主優待事務局

フリーダイヤル

0120-559-547

お申し込みに関するご質問・ご不明点等はこちらまで

※黒ビールを除き、アサヒビール社が製造・通年販売
している「生ビール（非熱処理）」比較によります。

優待品はお届けできません。
お申し込み期限を過ぎた場合

5月中旬以降に優待品をお届け
※ご希望の優待品をお届けできない場合がございます。

ご記入もれがある場合

4月中旬から5月上旬を目処に
順次優待品をお届け予定

ご記入もれがない場合

株
主
優
待
申
込
書

ご注意ください

受付時間

受付期間 平成27年3月4日（水）～5月29日（金）まで
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質疑応答

2014年11月10日（月）「アサヒビール大山崎山荘美
術館」にて第6回株主様工場見学会を開催いたしまし
た。多数のご応募のなかから、厳正な抽選により当選
された合計56名の株主様及びご同伴者様にご参加
いただき、好評のうちに終了いたしました。

アサヒグループの事業内容についてご理解をより深めていただくために、株主様工場見学会を開催いたします。
今回は、「日本のウイスキーの父」竹鶴政孝が国産ブレンデッドウイスキーを製造するために建設した、ニッカウ
ヰスキー宮城峡蒸溜所です。

工場以外での見学会は今回
が初。学芸員による解説は
「わかりやすかった」とのお
声をいただきました。

スタッフ全員が丁寧な対応を
こころがけ、高い評価をいた
だきました。

● 美術館は想像した以上にすばらしい
場所でした。学芸員さんの説明はと
ても良かったです。

● グループ保有の貴重な資産を見学でき感謝しておりま
す。今後もこのような企画をお願いします。

● たいへん楽しいゆっくりした時間が流れました。また夏に
来させていただきます。

見学場所
参加費
集合・解散場所

ニッカウヰスキー株式会社 宮城峡蒸溜所(宮城県仙台市)
無料  ※集合・解散場所までの交通費は、各自でご負担願います。

JR仙山線「愛子駅」

希望
番号 開催日 集合時刻 解散時刻

（予定）
対象者

※2014年12月末現在
募集人数

（ご同伴者様を
含む）

① 5月28日(木) 8:30 13:20 当社株式1,000株以上ご保有の株主様 20名

応募方法：

応募締切：2015年4月10日(金) ※当日消印有効

多くの皆様からのご応募をお待ちしております。

アサヒグループホールディングス株式会社 総務法務部門 株主様係
TEL：03-5608-5113　9:00～17:30（土、日、祝日を除く）　 E-mail： kabushiki@asahigroup-holdings.com

郵 便 は がき

宛名面 裏面

●ご希望の時間帯の番号
　（①または②）
●ご保有の当社株式数
●郵便番号
●住所
●電話番号
●氏名
　（ふりがなもご記入願います）
●性別
●年齢
●ご同伴者様の郵便番号、
　住所、電話番号、
　氏名（ふりがな）、性別、年齢

1 3 0 8 6 0 2  52円
切手

東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋

　
　

１
丁
目　

番
1
号

　

総
務
法
務
部
門

　
　
　

工
場
見
学
会
係 

行

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）
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会社説明

記念撮影

美術館見学

・いずれもご同伴者様は１名様まで可です。
・ご応募多数の場合は抽選となります。厳正な抽選のうえ、当選発表及び見学内容の
詳細は、当選者へのご発送（４月下旬発送予定）をもって代えさせていただきます。

・複数枚でのご応募はご遠慮願います。また、時間帯によって対象者が異なっておりま
すので、ご注意願います。

・ウイスキーの試飲がございます。未成年の方、当日お車・自転車を運転する予定の
ある方、妊娠中や授乳期の方は、ご参加をご遠慮願います。 

・アンケートにご記入いただく個人情報は、個人を特定しない統計的情報として利用
させていただきます。

・荒天等、諸般の事情により内容が変更または中止となる場合がございます。その場
合はご当選された株主様にご連絡させていただきます。

郵便はがきに右記のとおりご記入のうえ、ご応募ください。

株主の皆様とのコミュニケーション

第6回 株主様工場見学会のご報告 第7回  株主様工場見学会のご案内

参加された皆様の声 （抜粋）

工場見学会の概要

応募要領

お問い合わせ先

開催日：2015年5月28日（木）

アンケートによる
全体評価

5点満点中

4.63点

当社株式100株以上1,000株未満
ご保有の株主様 20名17:0012:455月28日(木)②
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「アサヒスーパーレポート2014年秋号」で実施したアンケートには、10,000名近い株主の皆様からご回答をいた
だきました。
皆様のご協力に感謝を申しあげますとともに、いただいた貴重なご意見を今後のIR活動やレポートの企画に反映
してまいります。

平成27年３月26日（木）にホテルニューオー
タニで開催された当社第91回定時株主総会
におきまして、次のとおり報告並びに決議され
ました。

第91期（平成26年１月１日から平成26年12月31日ま
で）事業報告、連結計算書類及び計算書類の内容並び
に会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果
報告の件
本件は、上記の内容をご報告いたしました。

第１号議案　剰余金処分の件
本件は、原案どおり承認可決され、当期の期末配当
金は１株当たり23円と決定いたしました。

第２号議案　取締役９名選任の件
本件は、原案どおり承認可決され、取締役に泉谷直
木、川面克行、池田史郎、髙橋勝俊、奥田好秀、小路
明善、坂東眞理子、田中直毅及び伊藤一郎の９氏が
再選され、それぞれ就任いたしました。

第３号議案　監査役２名選任の件
本件は、原案どおり承認可決され、監査役に武藤章
及び早稲田祐美子の両氏が新たに選任され、それ
ぞれ就任いたしました。

以  上

新商品紹介

Top Message

会社概要

生産者がナビゲート 工場へようこそ！

株主の皆様とのコミュニケーション

前回アンケート時より「すべて読んだ」「だいたい読んだ」を選択され
た方が増えました。より多くの方に読んでいただけるよう、今後も内
容の充実した、わかりやすく読みやすいレポートを目指します。

「アサヒスーパーレポート」を
ご覧になりましたか?

すべて読んだ

だいたい読んだ

少し読んだ

ほとんど読まなかった

「新商品紹介」ページに多くの関心が集まりました。今号では「生産者
がナビゲート　工場へようこそ！」で、ドラマ「マッサン」で注目を集め
ているニッカウヰスキー（株）の宮城峡蒸溜所を紹介しています。

どの記事に関心を持ちましたか？
（3つまで複数回答あり、上位5位まで）

前号と同様に、「新商品情報」「当期業績の見通し」「中長期経営計画」
が上位を占めました。今号では引き続き、グループの最新情報をわ
かりやすく解説しました。

新商品情報

当期業績の見通し

中長期経営計画

社長メッセージ

財務情報

「アサヒスーパーレポート」から得たい情報は
何ですか? （3つまで複数回答あり、上位5位まで）

前号に引き続き、「魅力ある株主優待」「配当金」が上位となりました。
今後も、皆様のご期待にお応えできるよう、安定的な成長を目指して
いきます。

当社株式を保有している理由は何ですか？
 （3つまで複数回答あり、上位5位まで）

魅力ある株主優待

配当金

当社グループ商品のファン

高い将来性

株価上昇の期待

61.4%

25.4%

37.9%

38.1%

40.9%

57.4%

14.4% 72.8%

17.0%

19.7%

21.8%

27.5%

3.5%

21.6%

56.7%

23.5%

28.5%

32.8%

43.3%

Q1 Q2

Q3 Q4

報告事項

決議事項

アンケート集計結果のご報告
第91回 定時株主総会の決議ご通知

株主の皆様とのコミュニケーション
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会社概要 株式の状況 

役員 

商 号 アサヒグループホールディングス株式会社
（Asahi Group Holdings, Ltd.）

本店所在地 〒130-8602　東京都墨田区吾妻橋一丁目23番1号

設 立 1949年（昭和24年）9月1日

資 本 金 1,825億3,119万4,085円

従 業 員 数 21,177名（連結）

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人

発行済株式の総数 483,585,862株
当期末株主数 108,522名（前年同期末比1,021名減）
大株主（上位10名）

株主名 持株数（百株） 持株比率（%）
6.2
4.4
4.1
3.7
3.5
2.0
1.8
1.4
1.3
1.2
29.3

※ 当社は、自己株式209,840百株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。
※ 持株比率は発行済株式の総数から自己株式数を控除して計算しております。

持株数（百株） 持株比率（%） 持株数（百株） 持株比率（%）

所有株式数別株式分布

代表取締役社長　兼　ＣＥＯ 泉谷  直木

（2015年3月26日現在）

代表取締役副社長 川面  克行

常務取締役　兼　常務執行役員 池田  史郎

取締役 小路  明善

社外取締役 坂東眞理子

常勤監査役 殿塚  宜弘 武藤  章

社外監査役 石崎  忠司 斎藤  勝利 早稲田祐美子

執行役員 大竹  康之 濱田  賢司

福田  行孝

北川  亮一

齋藤  直樹

《ご参考》その他の執行役員

所有者別株式分布

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
旭化成株式会社
第一生命保険株式会社
富国生命保険相互会社
株式会社三井住友銀行
三井住友信託銀行株式会社
THE BANK OF NEW YORK MELLON SA/NV 10
CHASE MANHATTAN BANK GTS CLIENTS ACCOUNT ESCROW
農林中央金庫
合計

286,169
202,367
187,853
169,200
160,000
90,280
81,260
66,695
57,937
55,660

1,357,421

■金融機関
■外国法人等
■その他の法人
■個人・その他
■自己名義株式
■証券会社
■政府・地方公共団体

1,872,768
1,391,874
751,693
478,459
209,840
131,212

10

38.7
28.8
15.6
9.9
4.3
2.7
0.0

■500万株以上
■100万株以上
■10万株以上
■1万株以上
■1千株以上
■1百株以上
■1百株未満

1,721,165
1,680,875
845,880
175,956
290,548
117,191

4,239

35.6
34.8
17.5
3.6
6.0
2.4
0.1

■金融機関 ■500万株以上

■証券会社

■外国法人等

■その他の法人

■個人・その他

■自己名義株式

■100万株以上

■10万株以上

■1万株以上

■1千株以上■政府・地方公共団体
■1百株以上
■1百株未満

会社概要 （2014年12月31日現在）

髙橋  勝俊 奥田  好秀

田中  直毅 伊藤  一郎

常務執行役員 杉浦  康誉



お酒 飲酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。
妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれ
があります。
ほどよく、楽しく、いいお酒。のんだあとはリサイクル。

http://www.asahigroup-holdings.com/

免責事項

配当金のお支払いについて
事業年度
定時株主総会
期末配当金支払株主確定日
中間配当金支払株主確定日
単元株式数
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関
株主名簿管理人
事務取扱場所
公告の方法

上場金融商品取引所

株主メモ

● 株式に関するお手続について

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
郵便物の送付先 ： 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話照会先 ：　  ® 0120-782-031 オペレーター対応（9：00～ 17：00 土・日・祝日等を除く）
ホームページ ： http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html
〈株式に関するその他のお問い合わせ窓口〉
アサヒグループホールディングス株式会社 総務法務部門 株主様係
TEL: 03-5608-5113　e-mail: kabushiki@asahigroup-holdings.com

1月1日から12月31日まで
3月（基準日12月31日）
12月31日
6月30日
100株
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

東京証券取引所

① 証券会社の口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

● 単元未満株式の買取・買増請求
口座を開設されている証券会社● 届出住所・姓名などのご変更

● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 郵送物の発送と返戻に関するご照会

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● 株式事務に関する一般的なお問い合わせ

② 特別口座に記録された株式
お手続、ご照会の内容 お問い合わせ先

● 単元未満株式の買取・買増請求
特別口座の
口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

証券代行部

● 特別口座から証券口座への振替請求
● 届出住所・姓名などのご変更
● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 郵送物の発送と返戻に関するご照会

株主名簿管理人● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● 株式事務に関する一般的なお問い合わせ

電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない理由に
よって電子公告によることができない場合は、日本経済新聞に掲載
する方法により行います。
http://www.asahigroup-holdings.com/ir/e_public/

株式に関するお手続は、①証券会社の口座に記録されている場合と、②特別口座に記録されている場合で、
下記のとおり異なりますので、該当の窓口にお問い合わせください。

　第91期期末配当金は、第91回定時株主総会の決議により１株当たり23円に
決定されました。同封の「配当金領収証」により、お近くのゆうちょ銀行全国本支
店及び出張所並びに郵便局 (銀行代理業者) にて、払渡しの期間内（平成27年３
月27日(金)から平成27年５月７日(木)まで）にお受け取り願います。
　また、銀行預金口座等振込ご指定の方は、ご指定口座への入金をご確認くだ
さいますようお願い申しあげます。株式数比例配分方式を選択されている場合
は、お取引の口座管理機関（証券会社）にお問い合わせください。
　なお、同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受け取りになった
後の配当金額のご確認や、確定申告を行う際の添付書類としてご利用いただけ
ます。株式数比例配分方式を選択されている場合は、お取引の口座管理機関
（証券会社）にお問い合わせください。

本誌のいかなる情報も、当社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。また、本誌に記載さ
れた意見や予測などは、本誌作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性を保証するものではな
く、今後、予告なしに変更されることがあります。万が一この情報にもとづいて被ったいかなる損害につい
ても、当社および情報提供者は一切責任を負いませんので、ご承知おきください。


